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平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
九

日
（
土
）
午
後
四
時
よ
り
、
理
工

学
部
駿
河
台
校
舎
一
号
館
二
階

一
二
一
会
議
室
に
お
い
て
日
大
土

木
会
・
平
成
二
十
七
年
度
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
盛
武
建
二
会
長
（
昭

和
四
十
四
年
・
工
土
木
卒
）
の
挨

拶
に
続
き
、
本
会
副
会
長
で
も
あ

る
西
松
好
郎
氏
（
昭
和
四
十
八
年

理
工
土
木
卒
）
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
事
進
行
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
第
一
号
～
第
三
号
ま
で
の
三

つ
の
議
案
は
、
鎌
尾
彰
司
総
務
部

会
長
（
平
成
元
年
・
理
工
土
木
卒
）

が
説
明
を
行
い
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
議

案
は
次
の
通
り
で
す
。

【
第
一
号
議
案
】

　

（
一
）
平
成
二
十
六
年
度　
　

　
　

収
支
決
算
及
び
監
査
報
告

　
　

（
監
査
報
告
：
重
村
智
監
事

　
　
　

平
成
七
年
・
理
工
土
木
卒
）

　
　

（
決
算
表
は
次
ペ
ー
ジ
）

　

（
二
）
事
業
報
告
（
抜
粋
）

　

・
会
員
数
：
一
三
〇
三
名

　
　
　

年
度
内
入
会
：
一
二
名

　
　
　

同  

退
会
：
二
八
名

　
　
　

同　

死
亡
報
告
：
三
名

　

・
三
学
部
四
学
科
へ
の
教
育
補

　
　

助
金
の
贈
呈
を
実
施

　
　

(

各
学
科
に
対
し
五
万
円
の

　
　

補
助
を
贈
呈
し
た
）

　

・
会
報
第
十
六
号
及
び
第
十
七

　
　

号
を
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十

　
　

六
年
六
月
二
十
八
日
と
十
月

　
　

十
五
日
に
発
行
し
た

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
更

　
　

新
を
実
施

 

・
特
別
講
演
会
の
実
施

　
　

講
師
：
落
合 

実 

先
生　
　

　
　
　
　
　
　

（
生
産
工
学
部
長
）

　
　

演
題
：
「
生
産
工
学
部
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　

就
任
し
て
」

　
　

日
時
：
平
成
二
十
六
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　

二
十
九
日
（
土
）

 

・
学
生
向
け
就
職
支
援
に
関
す

　
　
　
　

る
講
演
会
実
施
（
二
件
）

　

①
技
術
伝
承
講
演
会

　
　

 

日
時
：
七
月
二
三
日
（
水
）

　
　

 

場
所
：
理
工
学
部
駿
河
台

　
　
　
　
　
　

校
舎
一
三
一
教
室

　
　

 

参
加
者
：
約
一
三
〇
名　

　
　

 

講
師
：
清
水
良
祐
氏

　
　
　
　

（
本
学
卒
・
Ｕ
Ｒ
職
員
）

　
　

 

題
目
：
「
東
日
本
大
震
災

　
　
　
　

の
復
興
に
携
わ
っ
て
」

　

②
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　
　

 
日
時
：
一
月
十
九
日
（
月
）

　
　

 

場
所
：
理
工
学
部
駿
河
台

　
　
　
　
　

校
舎
Ｃ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル

　
　

 

参
加
者
：
約
一
〇
〇
名　

　
　

 

講
師
：
佐
野
克
彦
氏

　
　
　
　

（
本
学
卒
・
東
京
都

　
　
　
　
　

 

都
市
整
備
局
技
監
）

　
　

 

題
目
：
「
二
〇
二
〇
年

　
　
　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

　
　
　
　

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
見

　
　
　
　

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

（
講
演
の
様
子
は
、
い
ず
れ

　
　

も
会
報
第
十
八
号
（
前
号
）

　
　

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

・
研
究
発
表
会
（
第
十
七
回
地

　
　

盤
の
会
研
究
会
）
へ
の
支
援

　
　

及
び
昨
年
度
に
新
し
く
設
立

　
　

さ
れ
た　

「
日
大
土
木
構
造

　
　

の
会
」
第
二
回
研
究
発
表
会

　
　

に
向
け
た
支
援
を
行
っ
た
。

【
第
二
号
議
案
】

　　

（
一
）
平
成
二
十
七
年
度

　
　
　
　
　
　

事
業
計
画
（
抜
粋
）

　

・
名
簿
・
会
報
（
第
一
八
号
及

　
　

び
第
一
九
号
）
の
発
行

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

　
　

の
発
信

　

・
会
則
・
細
則
の
見
直
し

　

・
特
別
講
演
会
の
開
催
及
び
在

　
　

学
生
向
け
の
就
職
支
援
に
関

　
　

わ
る
講
演
会
等
の
実
施

　
　

①
日
本
橋
の
歴
史

　
　

②
東
松
島
市
の
震
災
復
興
に

　
　
　

関
わ
る
特
別
講
義

　
　

③
若
手
Ｏ
Ｂ
（
公
務
員
・
コ

　
　
　

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ゼ
ネ
コ

　
　
　

ン
）
と
学
生
懇
談
会 

等
）

　

・
三
学
部
四
学
科
へ
の
教
育
補

　
　

助
金
の
贈
呈

　

・
研
究
発
表
会
の
開
催
支
援

　
　
　

第
十
八
回
地
盤
の
会　

他

　

・
新
た
な
研
究
会
の
発
足
に
む

　
　

け
た
支
援
活
動

(1)  第 19 号

総会で挨拶される盛武会長

通常総会の様子

平
成
二
十
七
年
度

平成 27 年 10 月 1 日発行日　大　土　木　会　会　報
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日　大　土　木　会　会　報 (3)(3)  第 19 号

　

通
常
総
会
終
了
後
、
和
田

祐
二
氏
（
昭
和
五
十
三
年
・

理
工
土
木
卒
・
元
国
土
交
通

省
）
を
お
迎
え
し
て
特
別
講

演
を
お
よ
そ
一
時
間
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
タ
イ
ト
ル
の
「
日
本

橋
」
は
、
同
氏
が
長
年
に
わ

た
り
調
査
・
研
究
を
し
て
こ

ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
一
端

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

こ
こ
で
は
、
講
演
要

旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
日
本
橋
の
百
年
と

　
　
　
　

  

こ
れ
か
ら
」

　
　
　
　
　
　

和
田 

祐
二

　

日
本
橋
は
、
徳
川
幕
府
に
よ

り
江
戸
が
開
府
さ
れ
た
慶
長
八

年
（
一
六
〇
三
年
）
に
創
架
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
の
橋
は
、
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
に
和

洋
折
衷
の
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
二
連

石
造
ア
ー
チ
形
式
で
構
築
さ
れ
、

二
〇
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
東
京
市
の
財
政
事
情
も
あ

り
、
十
九
代
ま
で
は
木
橋
で
消
失

や
老
朽
化
に
よ
る
架
け
換
え
・
改

修
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日

露
戦
争
後
の
好
景
気
を
受
け
「
帝

都
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
橋
」
と

し
て
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
架
橋

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
人
々
の
日
本
橋
に
対
す

る
思
い
は
『
開
橋
記
念 

日
本
橋

志
』
（
東
京
印
刷 

編
集
・
発
行
、

明
治
四
十
五
年
）
か
ら
見
て
と
れ

ま
す
。
東
京
市
民
の
喜
び
と
日
本

特
別
講
演
会 

開
催

「
日
本
橋
」
和
田
祐
二 

氏

日本橋から三越を望む　　中央区立京橋図書館 所蔵

講演をされる和田祐二氏

　

三
十
九
年
度
よ
り
六
ヶ
年
の

繼
續
事
業
た
り
し
新
日
本
橋
も

愈
々
落
成
し
、
四
十
四
年
四
月

三
日
盛
大
な
る
開
橋
式
を
擧
行

す
る
事
と
な
つ
た
。
抑
も
日
本

橋
は
東
京
市
交
通
の
中
樞
に
當

り
、
歷
史
的
に
も
因
緣
淺
か
ら

ざ
る
形
勝
の
地
位
を
占
め
て
居

る
事
と
て
、
今
回
の
改
築
に
よ

り
て
帝
都
の
中
央
を
餝
る
に
足

る
威
嚴
と
美
觀
と
を
併
せ
得
た

る
事
は
、
市
民
の
誇
り
と
す
る

所
で
あ
る
。

　

歐
米
の
大
都
に
あ
つ
て
は
、

市
内
橋
梁
の
建
築
に
は
悉
く
巨

【
第
三
号
議
案
】

（
一
）
平
成
二
十
七
年
度

　
　
　
　
　

予
算
案
に
関
す
る
件

　

 

・
平
成
二
十
七
年
度
の
予
算

　
　

 

に
つ
い
て
は
、
二
十
六
年

　
　

 

度
の
予
算
及
び
決
算
を
参

　
　

 

考
に
し
て
前
ペ
ー
ジ
に
示

　
　

 

し
た
と
お
り
立
案
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会

は
、
本
会
顧
問
の
森
元
峯
夫

氏
の
開
会
挨
拶
・
同
じ
く
顧

問
の
山
田
清
臣
氏
の
乾
杯
に

よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
地
盤
の
会
に
参
加
し
て

監査報告をされる重村智監事 総会議長の西松好郎氏

い
た
学
生
も
加
わ

り
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
懇

親
会
の
中
で
、
土

木
系
三
学
部
四
学

科
の
学
科
主
任
教

授
に
よ
り
学
科
近

況
報
告
も
お
こ
な

わ
れ
、
和
や
か
な

ム
ー
ド
で
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
前
会

長
の
竹
澤
三
雄
氏

の
閉
会
の
挨
拶
に

よ
り
終
宴
と
な
り

ま
し
た
。

挨拶される竹澤顧問 挨拶される森元顧問

額
の
費
用
を
投
じ
て
其
壯
麗

華
美
を
競
ふ
の
が
常
で
、
例

へ
ば
歐
洲
文
華
の
中
心
た
る

巴
里
市
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

三
世
橋
の
如
き
は
、
露
佛
同

盟
成
立
の
記
念
と
し
て
建
築

さ
れ
た
物
で
、
爲
に
橋
名
に

は
露
國
先
帝
の
名
が
冠
せ
ら

れ
て
居
る
程
で
あ
る
。
而
し

て
其
起
工
式
に
於
い
て
は
ニ

コ
ラ
ス
第
二
世
陛
下
親
し
く

現
塲
に
臨
幸
游
さ
れ
て
御
手

づ
か
ら
基
石
を
置
か
れ
た
程

で
あ
る
か
ら･････

以
下
略

橋
を
誇
り

に
思
う
心

意
気
が
伝

わ
っ
て
き

ま
す
。　

そ
の
一
部

を
原
文
の

ま
ま
紹
介

し
ま
す
。

懇親会の様子



日　大　土　木　会　会　報 (4)(4)  第 19 号

　

第
十
八
回
目
と
な
る
「
地
盤

の
会
」
が
通
常
総
会
に
先
立
っ

て
、
午
後
一
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
通
り
で
す
。

 

第
十
八
回

　
　

地
盤
の
会 

研
究
会

　
　
　
　

 

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

松
橋 

学 

氏
（
平
成
十
九
年

　
　
　
　
　
　

 

　

理
工
土
木
卒
）

　
　
　

（
国
土
交
通
省 

国
土
技
術

　
　
　
　
　

 

政
策
総
合
研
究
所
）

　
　
　

「
下
水
道
施
設
の
液
状
化

　
　
　

対
策
」

　

櫻
井 

淳
司
氏
（
平
成
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　

 

生
産
土
木
卒
） 　

　
　

（
御
茶
ノ
水
駅
付
近
防
災

　
　
　

 

対
策
工
事
共
同
企
業
体
・

　
　
　

 

東
鉄
工
業
）

　
　

「
災
害
に
強
い
鉄
道
づ
く
り

　
　

～
御
茶
ノ
水
駅
付
近
の
耐
震

　
　

補
強
工
事
の
概
要
～ 

」 

                

　

山
田 

清
臣 

先
生

　
　
　
　

（
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

　
　

「
私
と
地
盤
工
学
」　
　
　
　

　

当
日
、
司
会
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
会
田
和
義
氏
（
平
成
七
年
・

理
工
土
木
卒
）
に
地
盤
の
会
の
報

告
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

日
本
橋
の
総
合
デ
ザ
イ
ン
は
、

旧
幕
臣
の
末
裔
で
あ
る
妻
木
頼
黄

が
担
当
し
ま
し
た
。
妻
木
は
日
銀

本
店
や
東
京
駅
を
設
計
し
た
辰
野

金
吾
と
双
璧
を
な
す
明
治
を
代
表

す
る
建
築
家
で
あ
り
ま
す
。
設
計

は
日
下
部
技
師
長
の
下
、
橋
梁
課

長
の
樺
島
正
義
と
主
任
技
師
の
米

元
晉
一
他
数
名
が
担
当
し
ま
し

た
。

　

青
銅
装
飾
は
東
京
美
術
学
校
に

委
嘱
さ
れ
、
麒
麟
像
や
獅
子
像
の

装
飾
は
彫
刻
家
渡
辺
長
男
の
手
に

よ
り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
麒
麟
の

像
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
満
を

持
し
て
天
下
に
飛
翔
す
る
と
い
う

意
味
を
込
め
て
、
翼
と
鰭
の
二
種

類
を
用
意
し
、
ど
ち
ら
に
す
る
か

諸
氏
の
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ

「
鰭
の
方
が
お
も
し
か
ら
う
」
と

い
う
結
論
に
達
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
東
野
圭
吾
氏
の
小
説
「
麒

麟
の
翼
」
で
す
が
、
こ
の
物
語
の

顛
末
か
ら
、
氏
が
敢
え
て
「
翼
」

と
し
た
意
図
が
く
み
と
れ
ま
す
。

日
本
橋
は
土
木
と
建
築
と
美
術
の

粋
を
結
集
し
て
構
築
さ
れ
た
わ
け

で
す
が
、
橋
の
四
隅
の
銘
板
の
揮

毫
は
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
に
よ

る
も
の
で
す
。
尾
崎
東
京
市
長
の

揮
毫
の
要
請
に
対
し
、
慶
喜
は
こ

れ
を
快
諾
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
旧
幕
臣
の
子
で

あ
っ
た
妻
木
の
陰
な
が
ら
の
尽
力

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
橋
は
、
こ
れ
ま
で
四
度
の

試
練
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

初
は
一
九
二
三
年
の
関
東
大
地
震

で
す
。
二
度
目
は
一
九
四
五
年
三

月
の
東
京
大
空
襲
で
す
。
何
れ
も

辺
り
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
ま

し
た
が
、
日
本
橋
は
踏
ん
張
り
続

け
ま
し
た
。
三
度
目
は
一
九
三
一

年
、
現
在
の
地
下
鉄
銀
座
線
の

上
野
～
新
橋
間
の
延
伸
に
伴
い

日
本
橋
の
下
を
鉄
道
が
潜
り
抜

け
た
こ
と
で
す
。　

四
度
目
は
、

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
控
え
た
一
九
六
三
年
に
日
本

橋
上
空
に
首
都
高
速
道
路
が
建
設

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
経
緯
を

以
下
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特別講演会の様子

道
路
、
川
、
堀
、
水
路
の
上
空

を
極
力
活
用
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
の
間
に
四
路
線
（
三
二
．

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
※
）を
供
用
。

　

最
後
に
、
三
越
社
長
・
会
長
を

歴
任
さ
れ
、
名
橋
「
日
本
橋
」
保

存
会
会
長
と
し
て
、
長
年
日
本
橋

を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
井
上
和
雄
さ

ん
の
思
い
を
ご
紹
介
し
て
お
話
を

閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

実
現
可
能
な
夢
と
し
て
、
首
都
圏

三
環
状
道
路
の
完
成
を
踏
ま
え
、

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で

に
、
政
府
と
し
て
日
本
橋
に
清
流

と
青
空
を
取
り
戻
す
手
立
て
を
決

定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
て
も
嬉

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

首
都
高
速
道
路
の
整
備
に
関
す

る
経
緯

　

一
九
五
九
年
五
月
：
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
総
会
に
お

い
て
、
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
都
市
が
東
京
に
決
定
。

競
技
場
な
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施

設
周
辺
及
び
羽
田
空
港
と
都
心

間
の
交
通
需
要
に
対
処
す
る
た

め
、
首
都
高
速
道
路
の
整
備
が

不
可
欠
。

　

一
九
六
〇
年
一
二
月
：
首

都
圏
整
備
委
員
会
に
お
い

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

（
一
九
六
四
年
一
〇
月
）
の
た

め
特
に
整
備
を
急
ぐ
道
路
を
決

定
。
こ
の
う
ち
、
首
都
高
速
道

路
は
一
号
線
を
初
め
と
す
る
五

路
線
（
三
二
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
を
決
定
。
短
期
間
で
供
用

さ
せ
る
た
め
、
用
地
買
収
を
少

な
く
す
る
観
点
か
ら
、
既
存
の

　

今
で
こ
そ
国
土
交
通
大
臣
の
下

に
そ
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
、
東

京
都
知
事
が
「
負
の
遺
産
」
と
称

し
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
人
々
は

戦
後
の
荒
廃
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

日
本
の
力
を
欧
米
の
列
強
は
じ
め

世
界
に
示
す
た
め
、
そ
し
て
世
界

の
東
京
の
た
め
に
・
・
と
涙
を
呑

ん
で
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
の
で

す
。

　

日
本
橋
上
空
の
首
都
高
速
道
路

の
線
形
決
定
に
際
し
て
は
、
高
速

道
路
の
桁
が
「
東
京
市
道
路
元
標
」

に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
管

理
す
る
東
京
国
道
事
務
所
が
指
導

し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
一
九
七
二
年
に
は
都
電
の
廃

止
に
伴
い
当
時
電
車
の
架
線
を
併

用
し
て
い
た
東
京
市
道
路
元
標
は

橋
の
中
央
か
ら
北
橋
詰
に
移
設
さ

れ
、
そ
の
あ
と
に
時
の
内
閣
総
理

大
臣
佐
藤
榮
作
氏
の
揮
毫
に
よ
る

「
日
本
国
道
路
元
標
」
が
据
え
ら

れ
ま
し
た
。
北
橋
詰
の
元
標
広
場

に
は
、
同
じ
木
型
か
ら
同
時
に
制

作
さ
れ
た
双
子
（
三
つ
子
説
も
あ

り
ま
す
）
の
道
路
元
標
（
敢
え
て

複
製
と
し
て
い
ま
す
）
が
据
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

術
館
所
蔵
の
「
熈
代
勝
覧
」（
日

本
橋
大
通
絵
巻
／
有
志
に
よ
り

日
本
橋
地
下
歩
道
に
復
元
）
の

よ
う
な
江
戸
時
代
の
文
化
の
豊

か
さ
と
活
気
が
際
立
つ
街
に

な
っ
て
ほ
し
い

名
橋
「
日
本
橋
」
保
存
会
会
長

　
　
　
　
　

井
上
和
雄
氏　

談

　
　
　
　

（
二
〇
〇
五
年
当
時
）

地
盤
の
会 

開
催
報
告

第
十
八
回　

　

昭
和
三
八
年
に
首
都
高
速
道

路
が
架
け
ら
れ
、
日
本
橋
が
大

き
な
庇
で
覆
わ
れ
て
し
ま
い
、

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
日
本

橋
は
そ
の
存
在
を
人
々
か
ら
忘

れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。こ
こ
で
日
本
橋
を
保
存
し
、

次
代
に
引
く
継
ぐ
こ
と
を
目
的

に
名
橋
「
日
本
橋
」
保
存
会
は

発
足
し
た
の
で
す
。

　

当
時
江
戸
は
世
界
で
唯
一
の

百
万
都
市
で
あ
り
、
文
化
に
費

や
さ
れ
る
お
金
も
莫
大
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
芝
居
も
あ

れ
ば
、
魚
河
岸
も
あ
り
、
大
名

行
列
も
あ
れ
ば
海
外
使
節
の
行

列
も
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
か

ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、　

日
本
橋
が
地
盤
沈
下
し
ま
し

た
。
バ
ブ
ル
期
に
銀
行
が
大
挙

し
て
日
本
橋
に
支
店
を
開
設
、

午
後
三
時
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

下
ろ
さ
れ
、
閑
散
と
し
た
街
に

転
落
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
の
乗

降
客
も
伸
び
悩
み
平
成
一
一
年

に
は
東
急
日
本
橋
店
（
旧
白
木

屋
）
が
閉
店
に
追
い
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

昔
に
戻
れ
ば
よ
い
と
い
う
の

で
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
の
東
洋
美
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地盤の会研究発表会の様子

「
地
盤
の
会
」
開
催
報
告

　
　
　
　
　
　
　

会
田 

和
義

　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
工
業
）

　

第
十
八
回
目
の
地
盤
の
会
で
は

三
つ
の
講
演
発
表
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
つ
目
の
講
演
は
、
国
土
総
合

技
術
研
究
の
松
橋
学
氏(

平
成

十
九
年
卒)

に
よ
る
、
「
下
水
道

施
設
に
よ
る
液
状
化
対
策
」
の
講

演
で
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
耐
震
設
計
が
主
流
と
な

り
、
そ
の
中
で
も
下
水
道
施
設
に

関
し
て
は
設
計
方
法
も
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
管
路
の
施

工
に
関
し
て
も
リ
ブ
管
等
を
使
用

し
、
砕
石
に
よ
る
埋
戻
し
を
採
用

す
る
自
治
体
も
多
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
と
感
じ
る
。
し
か
し
、

「
液
状
化
」
に
対
し
て
は
、
施
工

に
お
け
る
規
定
等
が
充
分
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
様
に
も
思
え
る
。

講
演
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
、
液
状
化
対
策
に
有

効
な
施
工
方
法
の
検
証
結
果
を
報

告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
検
証
は

試
験
施
工
実
施
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
埋
設
形
状
や
材
料
に
よ
り
分

類
し
、
地
震
後
の
対
策
効
果
ま
で

を
確
認
で
き
る
も
の
で
す
。

　

今
後
の
設
計
、
指
針
、
規
準
類

に
反
映
さ
れ
る
知
見
を
示
す
も
の

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
講
演
は
「
災
害
に
強

い
鉄
道
づ
く
り
」
と
題
し
、
御
茶

ノ
水
防
災
Ｊ
Ｖ
東
鉄
工
業
㈱
の
櫻

井
淳
司
氏
（
平
成
一
三
年
生
産
工

卒
）
の
講
演
で
あ
っ
た
。

　

現
在
施
工
中
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
中
央

線
御
茶
ノ
水
駅
の
護
岸
耐
震
補
強

工
事
に
関
す
る
施
工
方
法
を
紹
介

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
央
線
御

茶
ノ
水
駅
付
近
の
線
路
は
、
神
田

川
に
面
し
た
盛
土
法
面
上
に
敷
設

さ
れ
て
い
る
た
め
、
過
去
に
台
風

や
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
て
い
る
。

　

対
策
工
事
は
、
地
震
時
に
お
け

る
盛
土
部
の
安
定
性
を
中
径
棒
状

補
強
工
（
ア
ン
カ
ー
工
）
、
な
ら

び
に
法
枠
工
に
よ
り
向
上
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
営
業
線
を
維
持

し
な
が
ら
施
工
を
行
う
た
め
の
設

備
、
安
全
、
な
ら
び
に
環
境
維
持

に
対
す
る
工
夫
を
報
告
い
た
だ
い

た
。
今
後
は
鉄
道
工
事
に
限
ら
ず
、

類
似
の
耐
震
補
強
工
事
に
お
い
て

も
参
考
と
な
る
技
術
と
感
じ
た
。

　

三
つ
目
の
講
演
は
、
私
の
恩
師

で
も
あ
り
ま
す
山
田
清
臣
先
生

で
、
「
私
と
地
盤
工
学
」
の
タ
イ

ト
ル
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
先
生
の
豊
富
な
経
験
に
基

　

地
盤
の
会
で
、
Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ

水
駅
駅
付
近
で
法
面
耐
震
補
強
工

事
の
発
表
を
東
鉄
工
業
の
櫻
井
淳

司
さ
ん
が
さ
れ
た
の
を
受
け
、
大

学
院
（
理
工
学
研
究
科
）
の
土
質

力
学
特
論
Ⅴ
の
授
業
の
一
環
で
、

実
際
の
工
事
現
場
を
平
成
二
十
七

年
七
月
十
五
日
に
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
学
生
は
土

木
工
学
専
攻
の
学
生
六
名
と
社
会

交
通
工
学
専
攻
の
学
生
二
名
、
引

率
教
員
二
名
の
合
計
十
名
で
し

た
。
参
加
学
生
の
感
想
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

「
御
茶
ノ
水
駅
付
近
・
防
災

　
　

対
策
工
事
を
見
学
し
て
」

　
　
　
　

大
学
院
理
工
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　

土
木
工
学
専
攻

　
　
　
　
　
　

熊
原 

拓
希

　

Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ
水
駅
か
ら
水
道
橋

駅
に
か
け
て
大
規
模
地
震
に
よ
る

斜
面
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
御

茶
ノ
水
駅
付
近
は
過
去
に
関
東
大

震
災
で
崩
壊
し
た
歴
史
が
あ
り
以

前
よ
り
災
害
の
危
険
性
は
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
今
回
は
地
盤
の
会
で

院
生
が
工
事

　

現
場
を
見
学

地
盤
の
会

　
新
委
員
長
に

　 

峯
岸
邦
夫
先
生

　

地
盤
の
会
で
は
、
委
員
長
が

佐
々
木
勉
氏
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

か
ら
峯
岸
邦
夫
先
生
（
写
真
右
下
・

司会の会田和義氏発表される松橋学氏

発表される櫻井淳司氏発表される山田清臣先生

づ
く
も
の
で
、
本
学
土
質
研
究
室

創
設
か
ら
歴
代
の
教
授
陣
の
話
、

デ
ュ
ー
ク
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
に

留
学
さ
れ
た
時
の
話
、
さ
ら
に
は

道
路
公
団
時
代
に
携
わ
れ
た
名
神

高
速
道
路
の
建
設
に
携
わ
っ
た
話

等
大
変
貴
重
な
話
を
お
伺
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授
・
昭

和
六
十
二
年
理
工
交
通
卒
・
平
成

元
年
院
修
）
に
交
代
と
な
り
ま
し

た
。

　　

峯
岸
邦
夫
新
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

挨
拶
よ
り

「
佐
々
木
勉
委
員
長
を
引
き
つ
い

て
新
し
く
委
員
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
峯

岸
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

諸
先
輩
も
大
勢
い
る
中
、
委
員

長
就
任
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
盤
会
の
歴
史
を

生
か
し
つ
つ
も
、
今
の
時
代
に
即

し
た
会
の
運
営
が
出
来
る
よ
う

に
、
ま
た
、
会
員
・
学
生
が
多
く

参
加
で
き
る
よ
う
な
発
表
会
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。　
　
　

　

皆
様
方
の
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
委

員
長
就
任
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
」

　

（
地
盤
の
会
・
閉
会
挨
拶
よ
り
）

挨拶される

峯岸新委員長
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事
務
局
よ
り

　

第
十
九
号
の
会
報
は
、
平

成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
・

懇
親
会
・
地
盤
の
会
研
究
発

表
会
の
報
告
・
学
生
向
け
特

別
講
演
会
等
の
話
題
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

　

本
会
報
及
び
本
会
に
対
す

る
ご
意
見
並
び
に
ご
要
望
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
名
簿
も
同
封

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
名
簿
作
成
に
あ
た
り
、

転
居
等
に
よ
る
住
居
不
明
の

方
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
名

簿
を
ご
覧
い
た
だ
き
住
所
不

明
者
の
方
の
連
絡
先
が
お
わ

か
り
に
な
ら
れ
る
方
、
ま
た

ご
自
身
の
住
所
・
勤
務
先
等

の
情
報
が
修
正
さ
れ
て
い
な

い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け

れ
ば
幸
に
存
じ
ま
す
。

　

連
絡
方
法
に
つ
い
て
は
、

手
紙
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

　

ま
た
、
皆
様
の
お
知
り
合

い
で
日
大
土
木
会
に
入
会
希

望
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

入
会
申
込
書
類
等
を
送
り
ま

す
の
で
、
事
務
局
に
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｋ
）

　

第 19 号

　

去
る
平
成
二
十
七
年
七
月

二
十
二
日
（
水
）
、
理
工
学
部
土

木
工
学
科
三
、
四
年
生
を
対
象
に

技
術
伝
承
・
講
演
会
「
東
松
島
市

の
震
災
復
興
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。　

　

講
師
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
で
東
日

本
大
震
災
の
復
興
事
務
所
長
を
さ

れ
て
い
る
清
水
良
祐
氏
及
び
本
会

副
会
長
・
事
業
部
会
長
の
神
保
廣

光
氏
の
両
名
で
あ
り
ま
す
。

　

講
演
の
主
な
項
目
は
、

　
　

①
東
松
島
市
の
震
災
被
害

　
　
　

状
況
（
ビ
デ
オ
上
映
）

　
　

②
東
松
島
市
の
復
興
ま
ち
づ

　
　

く
り
計
画
の
進
捗
状
況

　
　

③
Ｕ
Ｒ
の
取
り
組
み
地
区　

　
　

（
東
矢
本
駅
北
、
野
蒜
北
部

　
　

丘
陵
）
の
復
興
状
況

　
　

④
復
興
事
業
に
お
け
る
課
題

以
上
の
内
容
を
体
系
的
に
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
ま
と
め
で
、
復
興
事
業

見学会の様子（中央で説明をする櫻井さん）

学
生
向
け　　

技
術
伝
承
・

講
演
会  

　　

テ
ー
マ
は
「
災
害
管
理
」

東
鉄
工
業
の
桜
井
さ
ん
よ
り
工
事

の
概
要
、
施
工
の
ス
テ
ッ
プ
、
現

在
の
進
捗
状
況
を
学
生
に
も
分
か

る
よ
う
に
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
で

す
。
後
日
、
大
学
院
の
講
義
で
実

際
に
対
策
工
事
の
現
場
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
現
場
は
実
際
に
営
業
し
て

い
る
線
路
の
下
に
杭
を
打
ち
込
み

補
強
す
る
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

営
業
し
て
い
る
列
車
に
影
響
を
与

え
て
は
な
ら
ず
、
非
常
に
気
を
使

う
工
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

杭
打
ち
作
業
は
神
田
川
に
迫
り
出

し
た
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
行
わ

な
く
な
ら
ず
制
約
条
件
が
多
い
現

場
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

地
盤
の
会
の
講
演
で
聞
い
た
こ

と
を
実
際
に
目
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
説
明
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら

か
っ
た
と
こ
ろ
も
と
て
も
よ
く
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

塩
竃
市
長

　

佐
藤
昭
氏

　　　　　　　

再
選

　

任
期
満
了
に
伴
い
八
月技術伝承講演会の様子

理工学部新入生歓迎式典で

祝辞を述べられる佐藤市長

の
実
務
に
携
わ
る
立
場
か
ら
見
た

課
題
と
し
て
清
水
氏
は
、

　

①
事
業
化
決
定
の
促
進

　

②
早
期
移
転
先
の
確
保
と

　
　
　
　
　

事
業
の
ス
ピ
ー
ド
化

　

③
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
早
期
復
旧

　

④
行
政
（
市
）
の
マ
ン
パ
ワ
ー

　
　

不
足

　

⑤
復
興
事
業
の
調
整

等
を
掲
げ
ら
れ
、
九
十
分
間
の
講

演
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

三
十
日
に
実
施
さ
れ
た
塩
竃

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
佐
藤

昭
氏
（
昭
和
四
十
一
年
理
工

土
木
卒
・
元
宮
城
県
港
湾
空

港
局
長
・
土
木
部
次
長
）
が
、

新
人
候
補
を
大
差
で
破
り
見

事
四
選
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。

　

佐
藤
市
長
は
、
本
年
四
月

に
理
工
学
部
新
入
生
歓
迎
式

で
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
日
大
土
木
会
で
は
、
平

成
十
一
年
に
理
工
学
部
で
開

催
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
報
告
会
で
被
災
地
の

市
長
と
し
て
講
演
を
い
た
だ

い
た
際
に
塩
竃
市
の
復
興
に

向
け
て
復
興
寄
付
金
を
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。（
会
報
第
十
二
号
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　

が
ん
ば
れ
！
塩
竃

　
　

が
ん
ば
れ
！
佐
藤
市
長

日
大
土
木

　　　　 

百
周
年

　

二
〇
二
〇
年
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年

に
日
大
土
木
が
創
設
百
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　

一
九
二
〇
年
に
日
本
大

学
高
等
工
学
校
・
土
木
科

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

一
九
二
三
年
の
第
一
回
卒
業

生
を
送
り
出
し
た
年
に
関
東

大
震
災
が
発
生
し
、
そ
の
後

の
復
興
に
本
学
土
木
科
の
卒

業
生
が
大
活
躍
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

理
工
学
部
土
木
工
学
科
、

理
工
学
部
校
友
会
土
木
部
会

等
で
の
百
周
年
に
向
け
た
動

き
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
会
報

で
そ
の
動
き
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。


